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た
の
は
、
実
に
終
戦
二
年
後
の
昭
和
二
十
二
年
八
月
八
日

で
あ
っ
た
。 

徴
用
と
軍
隊 

富
山
県 

 

紺 

谷 

正 

三 
 

 

  

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
富
山
県
新
湊
町
で
紺
谷
与

三
の
六
男
と
し
て
生
れ
る
。
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年

三
月
、
伏
木
商
業
学
校
卒
業
、
石
炭
販
売
会
社
に
就
職
す

る
。 

 
 

―
徴
用
工
員
時
代
― 

 

昭
和
十
六
年
九
月
、
当
時
白
紙
動
員
と
呼
ば
れ
た
徴
用

を
受
け
名
古
屋
陸
軍
造
兵
廠
千
種
工
場
に
配
属
さ
れ
た
。

宿
舎
は
全
寮
制
で
寮
長
は
陸
軍
曹
長
だ
っ
た
。
朝
六
時
、

起
床
ラ
ッ
パ
で
飛
び
起
き
、
点
呼
、
体
操
を
終
わ
っ
て
部

屋
へ
駆
け
足
で
帰
り
布
団
を
収
め
掃
除
し
て
い
る
と
、
直

ぐ
食
事
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
。
箸
箱
を
持
っ
て
食
堂
へ
行
く
。

食
後
、
隊
列
を
組
ん
で
工
場
へ
出
動
す
る
。
歯
を
磨
き
顔

を
洗
っ
て
い
る
暇
が
な
い
。
私
は
幸
い
事
務
所
勤
務
だ
っ

た
の
で
出
勤
後
事
務
所
の
台
所
で
歯
を
磨
き
洗
面
す
る
こ

と
が
出
来
た
。 
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工
場
の
勤
務
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
あ
る
。

一
日
中
働
き
続
き
で
、
寮
に
帰
れ
ば
寮
の
い
ろ
い
ろ
の
勤

務
に
就
く
。
食
事
当
番
、
掃
除
当
番
、
不
審
番
（
朝
ま
で

交
替
）
な
ど
で
、
若
い
か
ら
こ
そ
出
来
た
と
思
う
が
、
軍

隊
の
内
務
班
生
活
と
同
じ
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
。
こ

の
た
め
二
年
後
に
軍
隊
へ
入
隊
し
て
も
内
務
に
は
少
し
も

辛
く
は
な
か
っ
た
。 

 

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
大
東
亜
戦
争
開
戦
、
造
兵

廠
内
の
意
気
一
段
と
高
揚
し
、
兵
器
の
増
産
に
四
千
人
の

工
員
が
邁
進
す
る
。
防
空
演
習
が
始
ま
っ
た
。
私
と
も
う

一
人
は
工
場
長
の
伝
令
と
し
て
腰
に
サ
イ
レ
ン
を
下
げ
、

広
い
工
場
を
鳴
ら
し
な
が
ら
走
り
回
っ
た
。 

 

昭
和
十
七
年
十
月
、
名
古
屋
陸
軍
造
兵
廠
（
熱
田
、
千

種
、
鳥
居
松
各
工
場
）
内
の
千
人
以
上
の
徴
用
工
員
の
中

か
ら
、
私
一
人
が
優
秀
徴
用
工
員
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
。

日
本
全
国
と
満
州
の
造
兵
廠
か
ら
選
ば
れ
た
十
人
は
東
京

に
て
、
陸
軍
行
政
本
部
長
陸
軍
大
将
木
村
兵
太
郎
閣
下
よ

り
表
彰
を
受
け
た
こ
と
は
一
生
の
誉
れ
で
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
十
一
月
三
十
日
、
現
役
入
隊
の
た
め
名
古

屋
陸
軍
造
兵
廠
を
退
社
す
る
。 

 
 

―
軍
隊
生
活
― 

 

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
富
山
第
三
十
五
連
隊
の
留

守
部
隊
で
あ
る
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
に
現
役
兵
と
し
て
入

隊
。
翌
日
仏
印
派
遣
軍
第
四
二
三
五
部
隊
（
第
二
十
一
師

団
第
八
十
二
連
隊
）
に
転
属
し
、
第
九
中
隊
に
配
属
と
な

る
。
昭
和
十
九
年
一
月
十
五
日
、
仏
領
印
度
支
那
派
遣
の

た
め
富
山
を
出
発
、
一
月
十
八
日
門
司
出
港
、
南
下
す
る
。 

 
 

―
輸
送
船
沈
没
― 

 

い
よ
い
よ
戦
地
へ
出
発
で
あ
る
。
海
軍
の
護
衛
も
な
く

輸
送
船
だ
け
で
南
下
す
る
。
富
山
出
発
の
時
は
背
嚢
に
雪

が
積
も
る
寒
い
日
だ
っ
た
が
、
出
港
し
て
南
下
す
る
と
日

一
日
と
熱
く
な
る
。
貨
物
船
に
は
何
枚
も
の
棚
が
造
ら
れ

一
帖
に
二
人
が
起
居
す
る
ほ
ど
狭
い
場
所
で
あ
っ
た
。 

 

昭
和
十
九
年
一
月
二
十
一
日
、
船
首
に
は
第
八
中
隊
、

船
橋
に
は
第
九
中
隊
、
船
尾
に
は
第
十
中
隊
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
初
年
兵
二
人
ず
つ
が
出
て
対
潜
監
視
に
立
哨
し
て
い

た
。 

 

十
二
隻
の
輸
送
船
団
は
上
海
沖
の
南
支
那
海
を
航
行
し
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て
い
た
。
私
は
第
九
中
隊
の
監
視
兵
と
し
て
船
橋
の
上
の

監
視
所
に
、
鉄
帽
、
救
命
胴
衣
を
着
用
、
双
眼
鏡
で
海
面

上
の
対
潜
監
視
を
続
け
て
い
た
。 

 

午
後
五
時
頃
か
す
か
に
爆
音
が
聞
こ
え
た
が
飛
行
機
が

見
え
な
い
。
大
声
で
「
爆
音
！
」
と
叫
ぶ
。
そ
の
う
ち
雲

間
か
ら
双
発
の
爆
撃
機
Ｂ
17
が
一
機
、
二
機
と
急
降
下
し

て
く
る
。
「
右
舷
三
〇
度
敵
機
！
」
と
大
声
で
報
告
す
る
。

護
衛
艦
が
い
な
い
の
で
低
空
で
飛
行
し
て
来
る
。
敵
機
の

中
央
の
機
関
砲
座
よ
り
撃
っ
て
来
る
米
兵
の
姿
が
見
え
る

程
で
恐
怖
を
覚
え
た
。 

 

カ
ラ
カ
ラ
と
二
〇
ミ
リ
機
関
砲
の
弾
が
飛
び
散
る
。
班

長
が
「
早
く
降
り
て
来
い
！
」
と
怒
鳴
る
が
恐
怖
の
た
め

体
が
動
か
な
い
。
目
の
前
の
鉄
板
に
プ
ス
プ
ス
と
音
が
し

て
穴
が
あ
い
た
。
二
機
、
三
機
と
銃
撃
し
て
き
て
、
し
ば

ら
く
し
て
折
り
返
し
帰
っ
て
来
た
、
小
さ
い
機
影
が
だ
ん

だ
ん
と
大
き
く
な
り
、
爆
音
も
大
き
く
な
っ
た
。
ヒ
ョ
イ

と
空
を
見
る
と
空
い
っ
ぱ
い
に
飛
行
機
が
見
え
た
。
突
然
、

爆
弾
が
五
、
六
発
落
ち
て
き
た
。
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
大
爆

発
し
て
大
き
な
汽
船
が
大
揺
れ
し
た
。
爆
弾
が
二
、
三
メ

ー
ト
ル
ず
れ
て
い
た
ら
私
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
戦
死
し
て

い
た
だ
ろ
う
と
思
う
。 

 

爆
弾
は
通
風
窓
か
ら
直
接
機
関
室
に
入
っ
て
爆
発
し
、

十
メ
ー
ト
ル
程
の
火
柱
を
吹
き
上
げ
た
。
船
は
停
止
し
た
。

機
関
室
に
い
た
船
員
五
、
六
人
が
戦
死
し
た
。
ま
た
後
部

甲
板
の
第
十
中
隊
の
監
視
兵
の
一
人
が
銃
撃
を
直
接
受
け

戦
死
し
た
。
私
は
幸
運
を
神
に
感
謝
し
た
。
船
は
直
ぐ
沈

没
し
な
か
っ
た
が
だ
ん
だ
ん
浸
水
し
て
来
た
の
で
大
海
の

中
へ
飛
び
出
し
、
他
の
汽
船
の
ボ
ー
ト
数
十
隻
に
、
富
山

の
初
年
兵
五
百
人
余
り
は
半
日
か
か
っ
て
助
け
ら
れ
た
。 

 

後
で
聞
い
た
の
だ
が
米
軍
の
爆
撃
機
は
重
慶
か
ら
飛
来

し
た
も
の
で
、
在
支
米
空
軍
の
Ｂ
17
だ
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
私
達
勤
務
兵
は
最
後
ま
で
残
る
よ
う
に
命
令
さ
れ
る
。

翌
朝
、
船
尾
は
波
に
洗
わ
れ
、
汽
船
は
半
分
船
尾
か
ら
沈

み
か
け
て
い
た
。
馬
港
か
ら
軍
艦
（
掃
海
艇
）
が
来
て
汽

船
に
横
付
け
に
な
っ
た
。 

 
輸
送
指
揮
官
、
船
長
が
書
類
を
全
部
燃
や
し
て
、
全
員

軍
艦
に
乗
り
移
る
。
五
百
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
た
頃
輸
送
船

が
船
首
を
ぐ
っ
と
立
ち
上
げ
な
が
ら
沈
没
し
て
行
っ
た
。 
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一
月
二
十
三
日
、
台
湾
の
高
雄
に
上
陸
、
輸
送
船
の
都

合
で
約
一
カ
月
仮
兵
舎
で
過
ご
す
。
二
月
二
十
五
日
高
雄

港
を
出
港
、
途
中
海
南
島
の
海
口
港
に
三
日
程
停
泊
。 

 

い
よ
い
よ
仏
印
の
海
岸
沿
い
に
ジ
グ
ザ
グ
航
行
し
て
南

下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
数
日
し
て
船
は
大
き
な
河
の
入

口
で
二
、
三
日
停
泊
す
る
。
メ
コ
ン
河
だ
と
聞
か
さ
れ
る

が
対
岸
が
ハ
ッ
キ
リ
見
え
な
い
。
海
か
と
思
っ
た
。
総
延

長
四
千
二
百
キ
ロ
の
大
河
だ
と
聞
か
さ
れ
驚
く
。
五
、
〇

〇
〇
ト
ン
の
船
が
悠
々
と
上
流
へ
遡
る
の
で
そ
の
河
の
大

き
さ
に
驚
く
、
日
本
で
は
想
像
出
来
な
い
こ
と
だ
。 

 

三
月
十
日
、
仏
印
の
商
都
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
す
る
。
「
た

だ
今
よ
り
連
隊
本
部
に
向
か
っ
て
行
軍
す
る
。
帝
国
軍
人

ら
し
く
堂
々
と
行
進
せ
よ
。
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
よ
そ
見
を

す
る
な
」
と
活
を
入
れ
ら
れ
る
が
、
珍
し
く
て
横
目
で
街

の
景
色
を
見
な
が
ら
行
軍
す
る
。 

 

サ
イ
ゴ
ン
に
は
四
日
程
い
た
。
第
三
大
隊
の
駐
屯
地
で

あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
へ
向
け
船
で
出
発
す
る
。

私
達
初
年
兵
八
十
人
（
第
九
中
隊
、
第
十
中
隊
）
と
若
干

の
兵
隊
を
乗
せ
た
一
〇
〇
ト
ン
程
の
船
で
メ
コ
ン
河
を
航

行
す
る
。
広
々
と
し
た
湖
の
よ
う
な
所
も
あ
り
、
川
幅
五

百
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。
山
や
丘
も
な
く
所
々
に
小
さ
な
村

が
あ
り
、
あ
と
は
荒
野
が
あ
る
だ
け
で
、
そ
の
大
地
の
広

さ
に
驚
く
。 

 

三
月
十
七
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
波
止
場
に
到
着
し
た
。

波
止
場
は
ド
ラ
ム
缶
数
百
本
繋
ぎ
合
わ
せ
て
板
を
敷
い
た

浮
き
波
止
場
だ
っ
た
。
理
由
は
一
日
一
回
メ
コ
ン
河
が
満

潮
の
時
、
上
流
に
あ
る
琵
琶
湖
の
三
倍
も
あ
る
ト
ン
レ
サ

ッ
プ
湖
に
、
海
水
が
逆
流
す
る
た
め
水
位
が
上
昇
す
る
た

め
だ
と
い
う
。
海
か
ら
数
百
キ
ロ
離
れ
た
所
ま
で
海
水
が

上
が
っ
て
来
る
と
は
日
本
で
は
想
像
出
来
な
い
。 

 

プ
ノ
ン
ペ
ン
駅
前
の
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
を
兵
舎
に
し
て

第
九
中
隊
、
第
十
中
隊
の
二
個
中
隊
が
駐
屯
し
て
い
た
。

こ
こ
で
い
よ
い
よ
本
格
的
な
初
年
兵
教
育
が
始
ま
る
。 

 

四
月
十
一
日
、
警
備
交
替
の
た
め
第
八
十
二
連
隊
は
北

部
仏
印
へ
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
大
隊
は
ハ
イ

フ
ォ
ン
地
区
に
駐
屯
、
第
三
大
隊
の
初
年
兵
は
ハ
イ
フ
ォ

ン
郊
外
の
ヌ
イ
デ
オ
と
言
う
所
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
る
。 

 

六
月
三
十
日
、
兵
科
幹
部
候
補
生
に
合
格
、
集
合
教
育
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の
た
め
ハ
ノ
イ
の
連
隊
本
部
に
集
合
す
る
。
約
百
二
十
人
、

夜
点
呼
も
終
わ
り
就
寝
の
準
備
し
て
い
る
と
「
貴
様
等
の

教
官
の
大
山
少
尉
で
あ
る
。
た
だ
今
よ
り
非
常
召
集
す
る
。

早
く
前
の
広
場
へ
完
全
装
備
で
集
合
！
」
と
大
声
で
命
令

す
る
。
約
半
数
集
合
し
た
時
、
教
官
は
「
出
発
！
」
と
号

令
し
て
走
り
出
し
た
。 

 

遅
れ
て
出
て
来
た
候
補
生
は
、
営
外
へ
出
た
時
行
先
が

分
か
ら
ず
、
見
知
ら
ぬ
ハ
ノ
イ
の
街
を
無
意
識
に
走
る
だ

け
だ
っ
た
と
後
で
聞
い
た
。 

 

行
軍
中
、
突
然
「
空
襲
警
報
！
」
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ

た
。
通
行
人
が
多
数
走
り
だ
し
た
た
め
隊
列
が
乱
れ
先
頭

を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
帰
る
道
も
わ
か
ら
ず
四
、
五
人

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
連
隊
本
部
を
探
し
て
夜
の
ハ
ノ
イ
の

街
を
う
ろ
つ
く
。
日
本
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
が
迎
え
に
来
て
く

れ
て
連
隊
本
部
ま
で
帰
っ
た
の
は
夜
中
の
一
時
過
ぎ
だ
っ

た
。
し
か
し
ま
だ
帰
っ
て
い
な
い
者
が
三
十
人
程
い
た
。

無
理
も
な
い
全
員
ハ
ノ
イ
の
大
都
市
は
初
め
て
来
て
何
も

知
ら
な
い
の
だ
。
午
後
九
時
か
ら
五
時
間
の
夜
行
軍
だ
っ

た
。
戦
場
へ
行
っ
た
ら
知
ら
な
い
土
地
で
戦
闘
す
る
の
だ

か
ら
地
図
一
枚
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
は

そ
の
訓
練
だ
っ
た
と
言
わ
れ
、
な
る
程
と
納
得
し
た
。 

 

七
月
一
日
、
昨
夜
の
猛
訓
練
の
た
め
本
日
は
休
養
日
。

午
前
中
は
寝
て
い
た
。
午
後
か
ら
身
の
回
り
の
整
理
を
し

て
い
た
。
午
後
六
時
、
ハ
ノ
イ
か
ら
五
十
キ
ロ
北
の
通
称

「
梅
ヶ
原
」
へ
夜
行
軍
と
知
ら
さ
れ
る
。
ハ
ノ
イ
郊
外
へ

出
た
所
で
突
然
教
官
が
「
自
己
保
身
の
本
能
が
勝
つ
か
、

忠
君
愛
国
の
至
誠
が
勝
つ
か
」
と
大
声
で
叫
ぶ
。
答
え
は

一
つ
「
忠
君
愛
国
の
至
誠
が
勝
ち
ま
す
」
と
候
補
生
が
一

斉
に
叫
ぶ
。 

 

昨
夜
の
駆
け
足
で
両
脚
が
パ
ン
パ
ン
に
張
っ
て
重
く
て

足
が
上
が
ら
な
い
が
、
落
後
し
た
ら
中
隊
へ
返
す
と
い
わ

れ
て
は
、
死
ん
で
も
歩
く
と
覚
悟
を
き
め
る
。
ハ
ノ
イ
か

ら
中
国
国
境
の
ラ
オ
カ
イ
へ
向
け
て
、
暗
夜
の
ベ
ト
ナ
ム

の
道
を
黙
々
と
行
軍
す
る
。 

 

四
キ
ロ
行
軍
し
五
分
休
憩
が
あ
る
。
「
休
憩
！
」
の
号
令

を
聞
く
な
り
道
端
へ
バ
タ
ン
キ
ュ
ウ
と
倒
れ
、
鼾
を
か
い

て
熟
睡
す
る
。
「
出
発
！
」
の
声
で
パ
ッ
ト
目
が
覚
め
、
ま

た
歩
き
出
す
。
何
十
キ
ロ
行
軍
し
た
か
分
か
ら
な
い
が
東
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方
の
空
が
薄
明
る
く
な
っ
て
互
い
の
顔
が
見
え
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
ろ
、
葦
の
木
が
繁
る
高
原
地
帯
に
入
る
。
通
称

「
梅
ヶ
原
」
で
あ
る
。
夜
行
軍
で
落
後
し
た
候
補
生
は
後

続
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
た
が
即
減
点
さ
れ
た
。
も
う
試

験
が
始
ま
っ
て
い
た
。 

 

電
気
も
水
道
も
な
い
荒
野
に
点
々
と
兵
舎
が
あ
る
。
私

達
の
兵
舎
は
茅
葺
き
で
、
中
央
が
土
間
で
、
両
端
は
板
張

り
の
床
だ
。
夜
は
ロ
ー
ソ
ク
で
明
か
り
を
取
り
、
水
は
河

の
濁
水
を
濾
過
し
て
使
用
す
る
生
活
だ
。 

 

七
月
十
日
、
幹
部
候
補
生
集
合
教
育
で
二
次
試
験
が
始

ま
る
。
夜
中
に
雷
が
ド
カ
ン
と
落
ち
て
集
中
豪
雨
に
な
る

と
「
敵
襲
！
武
装
し
て
演
習
場
へ
集
合
」
と
の
命
令
が
出

る
。
飛
び
起
き
て
装
備
し
て
豪
雨
の
中
二
キ
ロ
先
の
演
習

場
へ
真
暗
な
道
を
黙
々
と
走
る
。
先
頭
か
ら
半
分
以
下
の

順
に
着
く
と
減
点
さ
れ
る
。
毎
日
が
試
験
だ
。 

 

ま
た
あ
る
朝
う
す
暗
い
時
間
に
、
教
官
は
兵
舎
中
に
催

涙
ガ
ス
を
撒
き
散
ら
し
な
が
ら
「
敵
襲
！
」
と
号
令
す
る
。

教
官
は
ガ
ス
マ
ス
ク
を

か
ぶ被

っ
て
い
る
が
こ
ち
ら
は
た
ま
っ

た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
ク
シ
ャ
ミ
が
出
る
や
涙
が
出
る
や
ら

無
茶
苦
茶
だ
が
、
そ
れ
で
も
装
備
を
着
け
、
ガ
ス
マ
ス
ク

を
被
っ
て
、
ま
た
二
キ
ロ
先
の
演
習
場
へ
走
る
。
上
位
の

順
位
で
到
着
す
る
。
減
点
な
し
。 

 

七
月
三
十
日
、
最
後
の
演
習
が
始
ま
る
。
朝
六
時
、
非

常
召
集
が
あ
り
武
装
し
て
集
合
す
る
。
朝
食
も
食
べ
ず
に

直
ち
に
出
発
、
行
軍
演
習
を
し
な
が
ら
約
二
十
キ
ロ
離
れ

た
部
落
に
入
る
。
昼
食
の
た
め
大
休
止
す
る
。
米
も
な
い
、

味
噌
、
醤
油
等
の
調
味
料
も
な
い
。
何
を
食
べ
た
ら
良
い

の
や
ら
と
思
っ
て
い
た
ら
教
官
よ
り
「
戦
場
で
は
十
日
も

二
十
日
も
水
だ
け
で
戦
っ
て
い
る
戦
友
の
こ
と
を
思
い
野

生
の
植
物
で
食
事
せ
よ
、
バ
ナ
ナ
や
他
の
果
物
は
食
べ
て

は
な
ら
ぬ
」
と
命
令
さ
れ
た
。
芋
の
つ
る
、
蛙
、
タ
ピ
オ

カ
等
を
と
っ
て
き
た
が
食
べ
る
気
が
し
な
い
。
本
当
に
戦

場
の
気
分
が
な
い
。
分
隊
で
相
談
の
上
、
タ
ピ
オ
カ
（
日

本
の
山
芋
の
よ
う
な
も
の
）
を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。 

 

水
で
煮
込
ん
だ
だ
け
で
一
回
食
べ
た
。
し
ば
ら
く
し
て

口
の
中
が
熱
く
な
り
唇
が
腫
れ
て
来
た
。
ク
レ
オ
ソ
ー
ト

丸
薬
を
舐
め
る
が
何
の
味
も
し
な
い
。

あ灰
く汁

抜
き
せ
ず
食

べ
た
の
で
や
ら
れ
た
ら
し
い
。
二
、
三
日
舌
の
感
覚
が
な
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か
っ
た
。
午
後
ま
た
演
習
し
な
が
ら
帰
路
二
十
キ
ロ
を
行

軍
す
る
。
本
当
に
苦
し
か
っ
た
。 

 
兵
舎
に
着
い
た
時
は
暗
く
な
っ
て
い
た
。
腹
は
減
る
し
、

ロ
ー
ソ
ク
の
火
が
二
つ
に
も
三
つ
に
も
見
え
る
。
朦
朧
と

し
て
お
り
、
昼
食
と
夕
食
の
二
食
分
有
る
が
食
べ
る
気
が

し
な
い
。
各
自
の
位
置
で
疲
れ
た
身
体
を
休
め
て
い
た
と

こ
ろ
、
一
人
の
候
補
生
が
土
間
に
大
の
字
に
な
っ
て
寝
込

ん
で
し
ま
っ
た
。
私
は
思
わ
ず
「
教
官
に
見
つ
か
っ
た
ら

大
変
だ
か
ら
起
き
ろ
」
と
注
意
し
て
起
そ
う
と
し
た
が
、

彼
は
「
俺
は
苦
し
い
合
格
し
な
く
て
も
良
い
、
こ
の
ま
ま

に
し
て
欲
し
い
」
と
苦
し
そ
う
な
声
で
あ
っ
た
。 

 

そ
の
苦
し
そ
う
な
様
子
を
見
て
、
こ
れ
は
彼
の
本
心
か

も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
。
今
日
の
演
習
で
落
伍
し
た
者
は

相
当
な
減
点
ら
し
い
。
自
分
も
苦
し
い
が
こ
こ
で
く
じ
け

た
ら
、
二
次
試
験
に
合
格
し
て
予
備
士
官
学
校
へ
行
け
な

く
な
る
。
ど
う
し
て
も
合
格
し
て
見
せ
る
と
心
に
誓
っ
た
。 

 

八
月
五
日
、
百
二
十
人
中
、
五
十
五
人
の
兵
科
甲
種
幹

部
候
補
生
の
合
格
が
発
表
さ
れ
る
。
私
も
合
格
し
た
。 

 

 
 

―
南
方
軍
幹
部
候
補
生
教
育
隊
― 

 

八
月
九
日
、
南
方
軍
幹
部
候
補
生
教
育
隊
（
陸
軍
予
備

士
官
学
校
）
へ
分
遣
の
た
め
ハ
ノ
イ
を
出
発
す
る
。
サ
イ

ゴ
ン
、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
九
月
十

四
日
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
ス
マ
ラ
ン
に
到
着
。
教
育
隊
は

兵
科
歩
兵
、
機
関
銃
、
歩
兵
砲
、
通
信
、
輜
重
隊
が
ス
マ

ラ
ン
、
ジ
ャ
チ
ガ
ン
、
バ
ン
ド
ン
に
分
か
れ
て
教
育
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

候
補
生
は
仏
印
、
泰
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ヤ
、
ビ
ル
マ
等
の
南
方
全
域
の
部
隊
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い

る
の
で
、
出
身
地
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
い
る
。 

 

入
隊
し
て
三
日
程
た
っ
た
日
、
第
十
一
期
生
の
卒
業
式

が
あ
っ
た
。
卒
業
式
の
直
後
、
萬
谷
久
雄
見
習
士
官
に
会

っ
た
。
彼
は
中
学
校
の
同
級
生
だ
っ
た
が
、
年
齢
が
一
つ

上
だ
っ
た
の
で
陸
軍
予
備
士
官
学
校
第
十
一
期
生
と
し
て

卒
業
し
た
が
、
即
日
ビ
ル
マ
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
だ
っ

た
。
「
若
し
生
き
て
祖
国
に
帰
れ
た
ら
久
雄
は
ビ
ル
マ
で

戦
死
し
た
と
家
族
に
伝
え
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
時
、
何

ん
と
も
い
え
な
い
寂
し
さ
を
感
じ
た
。
去
り
行
く
彼
の
姿
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が
今
で
も
瞼
に
浮
ぶ
。
終
戦
後
復
員
し
て
島
尾
の
彼
の
実

家
を
訪
ね
た
が
、
や
は
り
ビ
ル
マ
で
戦
死
し
て
い
た
。
誠

に
残
念
だ
っ
た
。 

 

私
は
歩
兵
隊
第
二
中
隊
（
中
隊
長
・
明
平
大
尉
）
第
三

区
隊
（
区
隊
長
・
藤
沢
少
尉
）
に
配
属
さ
れ
た
。
中
隊
長

よ
り
、
「
本
校
の
教
育
目
的
は
野
戦
小
隊
長
の
育
成
で
あ

る
。
確
固
た
る
信
念
、
知
識
は
も
と
よ
り
、
い
か
な
る
激

務
に
堪
え
得
る
体
力
、
気
力
の
養
成
に
あ
る
。
指
揮
官
の

判
断
が
悪
い
場
合
、
部
下
全
員
が
戦
死
す
る
こ
と
が
あ
る
。

部
下
の
生
命
を
預
か
っ
て
い
る
の
が
指
揮
官
で
あ
る
。
そ

の
責
任
は
重
大
で
あ
る
」
と
訓
辞
が
あ
る
。 

 

教
育
隊
入
隊
当
初
は
基
本
的
な
訓
練
が
主
体
で
あ
る
。

次
の
戦
闘
訓
練
は
交
替
で
小
隊
長
と
し
て
の
指
揮
演
習
を

行
う
。 

 

あ
る
夜
間
演
習
で
林
の
中
へ
入
っ
た
時
、
木
を
遮
蔽
物

と
す
る
た
め
木
に
寄
っ
た
所
、
腕
を
チ
ク
リ
と
刺
さ
れ
「
痛

い
」
と
叫
ぶ
。
見
る
と
小
さ
い
サ
ソ
リ
に
刺
さ
れ
た
ら
し

い
。
す
ぐ
衛
生
兵
に
消
毒
し
て
も
ら
い
注
射
し
て
も
ら
っ

た
。
大
き
い
サ
ソ
リ
だ
と
人
命
に
係
わ
る
ら
し
い
。
こ
の

よ
う
な
体
験
も
演
習
の
一
部
だ
。 

 

二
泊
三
日
の
遠
征
し
て
の
演
習
も
終
わ
り
、
夜
行
軍
で

帰
隊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
猛
烈
な
演
習
の
後
な
の
で
少

し
疲
労
し
て
い
た
が
頑
張
る
。
夜
中
に
な
る
と
眠
気
が
し

て
ウ
ト
ウ
ト
し
な
が
ら
歩
く
、
膝
が
ガ
ク
ッ
ト
し
て
ハ
ッ

ト
目
が
覚
め
る
。 

 

「
指
揮
官
は
い
か
な
る
困
難
が
あ
ろ
う
と
、
兵
の
先
頭

に
立
ち
行
軍
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
死
ぬ
ま
で
歩
く
強
い
精

神
力
を
持
て
」
と
教
官
に
叱
咤
さ
れ
る
。
汗
も
出
尽
く
し

て
し
ま
い
頬
の
髭
に
塩
が
つ
く
。
汗
も
出
な
く
な
る
と
日

射
病
に
な
り
危
険
で
あ
る
。
夜
明
け
近
く
に
な
っ
て
二
、

三
人
が
倒
れ
た
の
で
大
休
止
に
な
っ
た
。
倒
れ
た
候
補
生

を
大
至
急
看
護
し
な
い
と
死
ぬ
危
険
が
あ
る
か
ら
だ
。
お

陰
で
私
達
は
大
休
止
が
出
来
て
大
変
助
か
っ
た
。 

 
 

―
昭
和
二
十
年
一
月
一
日 

元
旦
― 

 

候
補
生
一
同
、
ジ
ャ
ワ
海
が
見
え
る
高
台
で
日
本
の
方

に
向
か
っ
て
宮
城
遙
拝
、
君
が
代
の
斉
唱
を
す
る
。
入
校

以
来
初
め
て
の
酒
が
湯
呑
半
分
支
給
さ
れ
た
。 

 

総
合
演
習
が
始
ま
る
。
ジ
ャ
ワ
の
南
海
岸
よ
り
山
越
え
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し
て
北
海
岸
へ
行
く
作
戦
だ
。
候
補
生
一
同
数
百
人
、
輜

重
隊
の
ト
ラ
ッ
ク
で
南
海
岸
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
兵

舎
に
移
動
す
る
。
私
達
中
隊
は
攻
撃
軍
と
な
る
。
歩
兵
砲
、

重
機
関
銃
隊
も
参
加
し
ド
ン
パ
チ
と
砲
声
が
聞
こ
え
、
い

や
が
上
に
も
士
気
が
上
が
る
。 

 

第
一
日
目
夕
方
、
小
さ
な
部
落
に
到
着
す
る
。
直
ち
に

自
分
が
入
る
蛸
壷
を
掘
る
。
一
時
間
程
し
て
や
っ
と
穴
が

掘
れ
た
。
今
日
は
露
営
だ
。
マ
ラ
リ
ヤ
蚊
防
止
の
た
め
丸

型
の
蚊
帳
を
す
っ
ぽ
り
被
り
、
両
手
は
暑
い
布
製
の
手
袋

を
す
る
。
い
く
ら
夜
と
は
い
え
赤
道
直
下
の
ジ
ャ
ワ
は
暑

い
。 

 

二
日
目
行
軍
、
戦
闘
訓
練
を
繰
り
返
し
て
数
十
キ
ロ
を

進
む
。
ま
た
露
営
す
る
。
疲
労
と
暑
さ
の
た
め
蛸
壷
の
中

で
寝
て
い
る
間
に
、
無
意
識
の
う
ち
に
丸
蚊
帳
を
取
っ
た

ら
し
く
蚊
に
刺
さ
れ
目
を
さ
ま
す
。
三
日
目
に
な
っ
て
、

い
よ
い
よ
疲
労
が
甚
し
く
な
っ
て
来
た
。
演
習
最
後
の
朝
、

暁
の
突
撃
攻
撃
の
た
め
夜
中
に
行
軍
し
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
か

ら
敵
陣
近
く
ま
で
水
浸
し
の
田
を
匍
匐
前
進
で
進
み
、
夜

明
け
ま
で
待
機
、
腹
の
中
ま
で
水
浸
し
に
な
り
寒
さ
さ
え

感
じ
た
。 

 

東
の
空
が
う
す
明
る
く
な
っ
て
互
い
の
顔
が
か
す
か
に

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
、
疲
れ
と
睡
眠
不
足
で
腹
這

い
の
ま
ま
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
分
た
っ
た
か
「
突
撃
！
」

の
声
に
目
を
さ
ま
し
夢
中
で
走
る
が
、
身
体
も
靴
も
泥
だ

ら
け
で
重
く
な
っ
て
い
る
の
で
な
か
な
か
速
く
走
れ
な
い
。

三
日
間
の
大
演
習
は
終
了
す
る
。 

 

上
陸
作
戦
演
習
、
ケ
ン
ダ
ル
岬
の
上
陸
作
戦
演
習
で
重

い
鉄
舟
を
担
が
さ
れ
、
肩
の
肉
が
食
い
入
る
よ
う
な
痛
い

思
い
出
が
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
戦
闘
演
習
、
ボ
ジ
ヤ
の

ジ
ャ
ン
グ
ル
に
入
り
密
林
戦
闘
演
習
で
一
週
間
、
猿
や
猪

の
出
る
よ
う
な
所
で
寝
起
き
し
た
こ
と
。
卒
業
近
く
な
っ

た
頃
よ
り
夜
襲
攻
撃
の
演
習
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
ガ
ス

室
で
催
涙
ガ
ス
の
実
演
、
対
戦
車
攻
撃
演
習
等
の
特
殊
戦

闘
演
習
が
多
く
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
五
月
十
日
、
陸
軍
予
備
士
官
学
校
第
十
二

期
生
と
し
て
卒
業
、
陸
軍
兵
科
見
習
士
官
に
任
官
。 

 
数
日
後
、
生
き
て
再
び
会
う
事
は
な
い
最
後
の
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
、
各
見
習
士
官
は
仏
印
、
泰
、
ビ
ル
マ
、
フ
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ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ヤ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
と
各
任
地
ご

と
に
別
れ
、
学
校
長
中
村
少
将
、
歩
兵
隊
長
大
久
保
中
佐

及
び
各
中
隊
長
、
区
隊
長
に
見
送
ら
れ
ス
マ
ラ
ン
を
出
発

す
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
は
輸
送
の
都
合
で
十
人
程
の

単
位
で
出
発
す
る
。 

 

先
発
隊
に
は
ガ
ソ
リ
ン
の
入
っ
た
ド
ラ
ム
缶
数
百
本
を

受
領
し
て
行
っ
た
た
め
、
泰
国
境
近
く
の
ス
ラ
ト
ダ
ー
ニ

ー
と
云
う
所
で
一
カ
月
も
逗
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
も

い
た
。 

 

私
達
十
二
人
は
荷
物
の
宰
領
も
な
く
客
車
で
出
発
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ク
ア
ラ
ン
プ
ー
ル
、
ハ
ジ
ャ
イ
か
ら
上

陸
用
舟
艇
で
海
上
か
ら
バ
ン
コ
ク
に
直
行
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ

の
プ
ノ
ン
ペ
ン
経
由
で
サ
イ
ゴ
ン
に
着
い
た
の
は
六
月
二

十
日
だ
っ
た
。 

 

六
月
二
十
五
日
、
サ
イ
ゴ
ン
出
発
、
途
中
ツ
ー
ラ
ン
現

在
の
ダ
ナ
ン
に
到
着
、
列
車
は
ゴ
ム
林
の
中
の
引
込
線
へ

移
動
、
私
達
は
宿
舎
に
泊
ま
る
。
翌
朝
、
空
襲
警
報
の
サ

イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
久
し
振
り
の
「
空
襲
警
報
」
だ
っ
た

の
で
少
し
の
ん
び
り
と
し
て
い
た
ら
「
グ
オ
ン
、
グ
オ
ン
」

と
Ｂ
29
の
爆
音
が
聞
こ
え
て
来
た
の
で
慌
て
て
防
空
壕

に
飛
び
込
む
。
ズ
シ
ン
、
ズ
シ
ン
と
爆
弾
で
地
響
き
と
振

動
で
地
面
が
揺
れ
る
。
風
圧
で
耳
が
ジ
ー
ン
と
鳴
る
。
防

空
壕
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
に
も
、
亀
裂
が
出
来
る
程
近
距

離
に
爆
弾
が
落
ち
た
ら
し
く
、
本
当
に
危
な
か
っ
た
。 

 

七
月
五
日
ハ
ノ
イ
到
着
。
連
隊
本
部
へ
到
着
の
報
告
に

行
き
宮
下
連
隊
副
官
に
申
告
す
る
。
私
は
第
四
中
隊
配
属

と
な
る
が
、
第
四
中
隊
の
本
隊
は
三
月
の
仏
印
戦
争
（
明

号
作
戦
）
後
フ
ラ
ン
ス
軍
を
追
撃
し
て
中
国
国
境
方
面
で

作
戦
中
で
あ
る
た
め
梅
ヶ
原
北
方
の
陣
地
に
着
任
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
中
国
国
境
か
ら
五
十
キ
ロ
程
南
に
あ

る
陣
地
に
到
着
し
た
。
虎
が
出
て
来
る
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中

だ
。 

 

そ
の
隊
の
将
校
は
、
病
院
か
ら
退
院
し
た
中
隊
長
一
人

だ
け
だ
っ
た
。
早
速
、
週
番
士
官
勤
務
に
つ
く
。
陣
地
構

築
が
任
務
だ
。
毎
朝
六
時
、
起
床
ラ
ッ
パ
が
鳴
る
前
に
虎

の
吠
え
る
声
が
ジ
ヤ
ン
グ
ル
に
響
き
わ
た
る
と
、
鳥
や
動

物
が
一
斉
に
騒
が
し
く
鳴
く
声
に
目
が
さ
め
る
。 

 

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
生
活
も
馴
れ
て
来
た
こ
ろ
住
民
の
様
子
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が
お
か
し
い
。
後
で
聞
い
た
の
だ
が
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
か
ら

の
放
送
で
日
本
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
こ
と
、
沖
縄
が
米

軍
に
占
領
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
知
っ
た
の
だ
っ
た
。 

 

八
月
十
二
日
、
連
隊
本
部
か
ら
帰
還
命
令
が
あ
っ
た
。

急
遽
ハ
ノ
イ
へ
帰
還
す
る
。
八
月
十
四
日
、
命
令
に
よ
り

連
隊
本
部
の
書
類
の
焼
却
作
業
を
す
る
。
何
か
非
常
時
に

な
っ
た
よ
う
な
緊
張
感
が
周
囲
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。
翌
八

月
十
五
日
、
全
員
連
隊
本
部
の
広
場
に
集
合
、
数
百
人
の

将
兵
が
整
列
し
て
待
つ
こ
と
三
十
分
、
ラ
ジ
オ
か
ら
天
皇

陛
下
の
終
戦
の
勅
令
の
放
送
が
聞
こ
え
て
来
た
が
六
千
キ

ロ
も
離
れ
て
い
る
た
め
か
聞
こ
え
難
か
っ
た
。
日
本
は
連

合
軍
に
無
条
件
降
伏
を
し
た
と
聞
か
さ
れ
た
時
、
ど
う
し

て
も
信
じ
ら
れ
ず
夢
を
見
て
い
る
よ
う
に
茫
然
と
し
て
何

も
す
る
気
が
し
な
か
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
日
、
陸
軍
少
尉
に
任
官
。
八
月

三
十
日
こ
ろ
宮
下
副
官
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
る
。
明
号

作
戦
で
負
傷
入
院
し
退
院
し
て
来
た
第
一
大
隊
の
下
士
官
、

兵
約
四
十
人
を
連
れ
て
ド
ク
ー
総
督
官
邸
前
の
学
校
の
警

備
に
つ
く
。
学
校
に
は
フ
ラ
ン
ス
軍
の
兵
器
が
有
る
た
め

中
国
軍
に
引
き
渡
す
ま
で
警
備
せ
よ
と
の
命
令
だ
っ
た
。 

 

九
月
上
旬
、
宮
下
副
官
よ
り
日
本
軍
の
降
伏
調
印
式
に

中
国
軍
の
軍
司
令
官
が
来
る
、
そ
の
随
員
の
将
校
達
の
一

部
を
接
待
せ
よ
と
命
ぜ
ら
れ
る
。
数
日
し
て
中
国
軍
の
若

い
将
校
が
五
人
来
た
の
で
丁
寧
に
迎
え
る
。
戦
勝
国
の
将

校
達
ゆ
え
に
接
待
に
も
気
を
つ
か
う
。
二
日
程
し
て
中
国

軍
の
将
校
達
が
帰
国
し
た
の
で
ほ
っ
と
し
た
。
九
月
下
旬
、

現
在
警
備
し
て
い
る
学
校
の
武
器
を
中
国
軍
に
引
き
渡
す

の
で
、
武
器
、
弾
薬
を
整
理
し
て
お
く
よ
う
指
示
が
あ
っ

た
。
数
日
し
て
中
国
軍
一
個
中
隊
が
警
備
交
代
に
来
る
と

通
知
が
あ
っ
た
。
正
門
に
小
隊
整
列
し
て
迎
え
る
。
中
国

軍
は
ラ
ッ
パ
を
吹
奏
し
て
入
門
し
て
来
た
。
「
捧
げ
銃
！
」

と
最
上
級
の
歓
迎
を
す
る
。
中
隊
長
は
笑
顔
で
返
礼
し
た
。 

 

夕
方
、
中
国
軍
の
将
校
を
夕
食
に
招
待
す
る
。
通
訳
を

通
じ
て
話
を
す
る
。
中
隊
長
は
少
し
日
本
語
を
話
せ
る
の

で
、
ど
こ
で
日
本
語
を
覚
え
た
の
か
と
質
問
し
た
と
こ
ろ

明
治
大
学
へ
留
学
生
と
し
て
日
本
に
い
た
時
覚
え
た
と
い

っ
て
い
た
。
年
配
の
大
尉
だ
っ
た
。 

 

中
隊
長
は
信
義
を
大
切
に
す
る
立
派
な
人
格
者
で
非
常
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に
好
意
的
だ
っ
た
。
お
か
げ
で
警
備
交
替
等
も
順
調
に
終

わ
る
。 

 

警
備
交
替
を
終
了
し
連
隊
本
部
へ
帰
る
。
仮
設
の
小
隊

も
解
散
す
る
。
国
境
よ
り
第
四
中
隊
の
本
隊
が
帰
っ
て
来

た
。
私
は
正
式
に
第
四
中
隊
配
属
と
な
る
。
第
四
中
隊
は

三
月
の
明
号
作
戦
で
仏
軍
本
部
の
ス
タ
デ
ル
兵
舎
の
正
面

攻
撃
を
し
て
、
竹
内
中
隊
長
、
第
一
小
隊
長
が
戦
死
し
た

た
め
、
木
村
中
隊
長
と
林
少
尉
の
二
人
の
将
校
し
か
い
な

か
っ
た
。
私
は
第
三
小
隊
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
阿
部
軍
曹
以

下
七
十
人
、
四
個
分
隊
の
隊
長
と
な
る
。 

 

十
月
初
旬
、
連
隊
命
令
に
よ
り
第
三
小
隊
は
先
遣
隊
と

し
て
連
隊
全
将
兵
の
戦
後
の
居
留
地
で
あ
る
ホ
ン
ゲ
イ
北

方
の
カ
ン
フ
ァ
ー
ポ
ー
ト
へ
先
行
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
連
隊

三
千
五
百
人
の
一
年
分
の
米
を
貯
蓄
す
る
た
め
数
十
組
の

先
遣
隊
が
派
遣
さ
れ
た
よ
う
だ
。
我
が
小
隊
も
五
十
キ
ロ

入
り
米
袋
二
千
袋
を
運
搬
す
る
任
務
に
つ
く
。
連
隊
本
部

に
申
告
に
行
く
と
宮
下
副
官
が
ホ
ン
ゲ
イ
地
区
で
三
日
前

先
遣
隊
を
指
揮
し
て
行
っ
た
同
期
の
Ｂ
少
尉
が
戦
死
し
た

と
話
さ
れ
た
。
中
国
軍
と
ベ
ト
ナ
ム
ゲ
リ
ラ
の
戦
闘
に
巻

き
込
ま
れ
て
戦
死
し
た
と
聞
く
。
昭
和
二
十
年
十
月
の
こ

と
だ
。
戦
地
は
ま
だ
状
況
不
安
で
危
険
が
一
杯
だ
。
終
戦

後
、
死
ぬ
の
は
何
ん
と
し
て
も
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ

た
。 

 

ハ
イ
フ
ォ
ン
で
海
船
に
米
を
積
み
替
え
て
ホ
ン
ゲ
イ
に

向
け
出
港
す
る
。
Ｂ
少
尉
の
時
の
よ
う
に
紛
争
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
マ
ス
ト
に
何
本
も
の
日
の
丸
の
旗
を
掲

げ
る
。
ホ
ン
ゲ
イ
か
ら
北
上
す
る
に
つ
れ
、
海
上
に
奇
岩

が
数
多
く
林
立
し
て
い
る
。
今
有
名
な
観
光
地
で
あ
る
ハ

ロ
ン
湾
だ
っ
た
。 

 

二
日
後
の
夕
方
、
カ
ン
フ
ァ
ポ
ー
ト
に
到
着
、
本
部
へ

は
明
日
荷
揚
げ
す
る
と
連
絡
し
て
船
に
帰
る
。
夕
食
を
す

ま
せ
星
空
を
眺
め
て
ノ
ン
ビ
リ
し
て
い
た
夜
八
時
こ
ろ
、

二
百
人
程
の
中
国
軍
を
乗
せ
た
小
型
客
船
が
近
付
い
て
来

た
。
突
然
近
く
の
丘
の
上
か
ら
バ
リ
バ
リ
と
機
関
銃
で
中

国
軍
め
が
け
銃
撃
し
て
来
た
。
中
国
軍
も
猛
烈
に
反
撃
に

出
た
。
中
間
に
い
た
我
が
小
隊
は
巻
き
添
え
を
食
う
形
に

な
っ
た
。「
米
袋
を
両
側
に
積
み
上
げ
て
身
を
伏
せ
ろ
」
と

大
声
で
命
令
し
、
皆
腹
這
い
に
な
る
。
頭
上
を
「
ビ
ュ
ン
、
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ビ
ュ
ン
」
と
弾
丸
が
飛
び
交
う
音
を
聞
き
な
が
ら
、
終
戦

後
に
死
ん
だ
ら
無
駄
死
だ
と
思
っ
た
。
時
々
米
袋
に
プ
ス

プ
ス
と
弾
丸
が
命
中
す
る
音
が
聞
こ
え
る
。
二
十
分
ほ
ど

し
て
戦
闘
が
終
わ
っ
た
。
中
国
軍
は
上
陸
せ
ず
帰
っ
て
行

っ
た
。 

 

翌
日
米
二
千
袋
を
本
部
に
納
入
し
、
第
四
中
隊
の
指
定

地
で
あ
る
カ
ン
フ
ァ
ミ
ン
と
い
う
海
辺
の
近
く
の
小
さ
い

町
の
丘
に
着
く
。
数
個
の
バ
ラ
ッ
ク
建
物
が
分
散
し
て
建

っ
て
い
た
。
数
日
後
中
隊
全
員
が
到
着
し
た
。
終
戦
後
初

め
て
安
住
の
土
地
に
着
い
た
と
思
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
十
一
月
、
我
々
の
所
有
し
て
い
た
武
器
、

弾
薬
、
日
本
刀
等
を
梱
包
し
て
中
国
軍
へ
納
入
す
る
。
武

装
解
除
だ
。
警
備
用
と
し
て
一
部
武
器
を
残
す
。
戦
後
四

年
間
は
帰
国
出
来
な
い
と
噂
が
あ
っ
た
が
、
囲
い
も
な
く
、

地
域
内
は
自
由
に
行
動
出
来
る
。
中
隊
ご
と
に
現
地
自
活

が
始
ま
る
。
中
隊
本
部
、
農
耕
隊
、
漁
労
隊
、
建
設
隊
に

編
成
す
る
。
軍
隊
は
非
常
に
便
利
な
所
だ
。
大
工
、
漁
業
、

農
業
、
畜
産
あ
ら
ゆ
る
職
業
の
人
の
集
団
な
の
で
自
治
活

動
の
編
成
は
楽
だ
。 

 

私
は
農
耕
隊
長
に
な
っ
た
が
農
業
の
こ
と
は
何
も
知
ら

な
い
の
で
指
揮
運
営
は
農
業
出
身
の
古
参
軍
曹
に
任
せ
た
。

兵
隊
と
一
緒
に
キ
ャ
ベ
ツ
や
甘
藷
や
そ
の
他
の
野
菜
を
作

っ
た
。
幸
い
南
方
の
熱
帯
地
方
で
豊
作
つ
づ
き
だ
っ
た
の

で
給
食
以
外
で
も
時
々
甘
藷
を
焼
い
て
食
べ
た
り
出
来
た

の
で
ひ
も
じ
い
思
い
は
し
た
こ
と
が
な
い
。 

 

月
一
回
中
国
軍
の
将
校
が
現
地
を
視
察
に
来
る
が
、
日

本
軍
が
規
則
正
し
く
生
活
を
し
て
い
る
の
を
見
て
安
心
し

て
帰
っ
て
行
く
。
ベ
ト
ナ
ム
ゲ
リ
ラ
に
入
る
か
心
配
し
て

視
察
に
来
る
ら
し
い
が
、
我
々
と
し
て
は
捕
虜
ら
し
か
ら

ぬ
自
由
な
生
活
に
満
足
し
て
い
て
、
た
だ
帰
国
を
待
っ
だ

け
だ
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
一
年
三
月
、
突
然
日
本
へ
帰
国
命
令
下
る
。

一
週
間
以
内
に
ハ
イ
フ
ォ
ン
ま
で
歩
い
て
行
軍
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
四
月
初
旬
、
自
分
の
荷
物
装
備
を
持
て
る

だ
け
に
整
備
し
て
出
発
す
る
。
カ
ン
フ
ァ
ミ
ン
か
ら
ホ
ン

ゲ
イ
ま
で
船
で
行
き
、
ホ
ン
ゲ
イ
か
ら
は
歩
い
て
行
軍
だ
。

数
日
し
て
ヌ
イ
デ
オ
に
到
着
宿
舎
に
入
る
。 

 

ヌ
イ
デ
オ
は
昭
和
十
九
年
四
月
、
我
々
第
三
大
隊
の
初
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年
兵
教
育
を
受
け
た
場
所
だ
。
ハ
イ
フ
ォ
ン
か
ら
十
キ
ロ

程
の
農
村
で
、
小
高
い
丘
の
麓
に
広
い
平
地
が
あ
る
。
ハ

イ
フ
ォ
ン
の
街
は
日
本
軍
、
中
国
軍
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
で
大

混
乱
し
て
い
る
。
あ
る
日
、
ハ
イ
フ
ォ
ン
の
食
堂
で
、
そ

こ
の
主
人
が
私
に
「
日
本
へ
帰
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
入
ら

な
い
か
。
貴
方
は
日
本
軍
の
将
校
だ
か
ら
部
隊
長
に
な
れ

る
。
ベ
ト
ナ
ム
軍
へ
入
っ
て
独
立
戦
争
に
協
力
し
て
欲
し

い
」
と
頼
ま
れ
た
が
丁
寧
に
断
っ
た
。
事
実
第
四
中
隊
か

ら
も
軍
曹
一
人
が
脱
走
し
て
ベ
ト
ナ
ム
軍
へ
入
っ
た
。
日

本
軍
よ
り
多
数
の
兵
が
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
入
り
、
フ
ラ
ン
ス

軍
と
独
立
戦
争
を
し
た
ら
し
く
、
我
々
が
帰
還
し
て
か
ら

三
年
後
、
つ
い
に
フ
ラ
ン
ス
軍
を
デ
ン
エ
ン
ビ
ン
フ
で
降

伏
さ
せ
ベ
ト
ナ
ム
が
独
立
し
た
。 

 
 

四
月
下
旬
、
い
よ
い
よ
我
々
の
乗
船
順
番
が
来
た
。
船

は
ア
メ
リ
カ
の
リ
バ
テ
ィ
船
で
あ
っ
た
。
第
一
大
隊
、
第

二
大
隊
が
同
一
の
船
に
乗
船
し
た
。
乗
船
し
て
か
ら
階
級

章
を
は
ず
し
軍
隊
の
組
織
で
あ
る
中
隊
を
解
散
す
る
。
夕

方
、
三
国
師
団
長
閣
下
ほ
か
参
謀
等
が
波
止
場
で
見
送
り

下
さ
っ
た
。
約
二
年
半
南
方
各
地
を
転
戦
し
た
が
ベ
ト
ナ

ム
の
地
に
再
び
訪
ね
る
こ
と
が
な
い
と
思
う
と
苦
し
か
っ

た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
の
思
い
出
が
目
に
浮
ぶ
。 

 

一
週
間
程
船
旅
し
た
こ
ろ｢

日
本
が
見
え
る
ぞ
ー
！｣

と

誰
か
が
大
声
を
あ
げ
た
。
皆
一
斉
に
甲
板
に
駆
け
上
が
る
。

か
な
た
に
陸
地
が
見
え
蒸
気
機
関
車
が
白
煙
を
上
げ
て
走

っ
て
い
る
が
見
え
て
来
た
。
和
歌
山
県
の
勝
浦
ら
し
い
。

昭
和
十
九
年
一
月
、
死
を
覚
悟
し
て
南
方
に
出
陣
し
た
が
、

帰
れ
た
か
と
思
う
と
嬉
し
く
涙
が
出
た
。 

 
 

夕
方
、
伊
勢
湾
を
北
上
し
て
名
古
屋
港
に
着
く
。
昭
和

十
六
年
か
ら
十
八
年
ま
で
生
活
し
た
名
古
屋
は
ど
こ
に
も

な
い
。
米
軍
の
爆
撃
を
受
け
見
渡
す
限
り
焼
野
原
だ
っ
た
。

内
地
の
状
況
は
何
一
つ
知
ら
さ
れ
ず
、
こ
れ
ほ
ど
の
内
地

の
惨
状
を
見
て
初
め
て
戦
争
に
負
け
た
と
思
っ
た
。
十
八

歳
か
ら
二
十
三
歳
ま
で
の
青
春
時
代
に
徴
用
と
軍
隊
の
約

五
年
間
、
自
分
な
り
に
国
の
た
め
家
族
の
た
め
と
思
っ
て

一
生
懸
命
に
努
力
し
た
こ
と
に
は
悔
い
は
無
い
と
自
分
な

り
に
納
得
し
て
い
る
。 

 

だ
が
戦
地
だ
け
で
は
な
く
、
内
地
も
東
京
、
大
阪
、
名

古
屋
等
各
都
市
が
爆
撃
さ
れ
、
広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
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下
さ
れ
、
八
十
万
人
の
一
般
住
民
が
死
亡
し
た
由
。
悲
惨

な
戦
争
は
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

【
解 

 
説
】 

 
 

体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
日
、
富
山

第
三
十
五
連
隊
の
留
守
部
隊
で
あ
る
歩
兵
第
六
十
九
連
隊

に
現
役
兵
と
し
て
入
隊
。
翌
日
、
仏
印
派
遣
軍
第
四
二
三

五
部
隊(

第
二
十
一
師
団
歩
兵
第
八
十
二
連
隊)

第
九
中
隊

に
転
属
す
る
。
昭
和
十
九
年
一
月
十
五
日
、
仏
領
印
度
支

那
派
遣
の
た
め
富
山
を
出
発
、
一
月
十
八
日
門
司
出
港
、

南
下
す
る
。 

 
 

一
月
二
十
三
日
、
台
湾
の
高
雄
に
上
陸
、
約
一
カ
月
仮

兵
舎
で
過
ご
し
、
二
月
二
十
五
日
高
雄
港
を
出
港
、
三
月

十
日
、
仏
印
の
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
す
る
。 

 
 

三
月
十
七
日
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
着
。
四
月
十
一
日
、
警
備

交
替
の
た
め
第
八
十
二
連
隊
は
北
部
仏
印
へ
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
、
第
三
大
隊
の
初
年
兵
は
ハ
イ
フ
ォ
ン
郊
外
の

ヌ
イ
デ
オ
と
言
う
所
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
る
。
六
月
三

十
日
、
兵
科
幹
部
候
補
生
に
合
格
、
集
合
教
育
に
ハ
ノ
イ

の
連
隊
本
部
に
集
合
す
る
。 

 
 

八
月
五
日
、
兵
科
甲
種
幹
部
候
補
生
合
格
。
南
方
軍
幹

部
候
補
生
教
育
隊(

陸
軍
予
備
士
官
学
校)

へ
分
遣
と
な
り

九
月
十
四
日
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
ス
マ
ラ
ン
に
到
着
。 

 
 

昭
和
二
十
年
五
月
十
日
、
陸
軍
予
備
士
官
学
校
第
十
二

期
生
と
し
て
卒
業
、
陸
軍
兵
科
見
習
士
官
に
任
官
。 

 

七
月
五
日
ハ
ノ
イ
到
着
。
第
四
中
隊
配
属
と
な
る
。
終

戦
後
、
八
月
二
十
日
、
陸
軍
少
尉
に
任
官
。 

 
 

歩
兵
第
八
十
二
連
隊
は
本
来
、
弘
前
編
成
の
部
隊
で
あ

っ
た
が
、
最
終
的
に
は
補
充
担
当
部
隊
所
在
地
は
富
山
と

な
り
、
主
と
し
て
北
支
で
治
安
維
持
に
当
っ
て
い
た
。
大

東
亜
戦
争
に
入
り
仏
印
に
転
進
、
昭
和
二
十
年
の｢

明
号
作

戦｣

の
中
心
の
部
隊
と
な
る
。 

 
 

そ
れ
よ
り
先
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
、
印
度
支
那
駐
屯

軍
及
び
タ
イ
国
駐
屯
軍
は
そ
れ
ぞ
れ
第
三
十
八
軍
、
第
三

十
九
軍
に
改
編
さ
れ
、
第
三
十
八
軍
は
第
二
十
一
師
団
、

第
二
十
二
師
団
、
第
三
十
七
師
団
を
北
部
仏
印
に
配
置
し

て
仏
印
防
衛
と
仏
印
武
力
処
理
の
準
備
を
行
っ
て
い
た
。 

 

歩
兵
第
八
十
二
連
隊
は
第
二
十
一
師
団
に
属
し
て
い
た
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が
、
仏
印
の
敵
性
が
露
骨
に
な
る
に
伴
っ
て
、
大
本
営
は

つ
い
に
武
力
処
理
を
決
意
し
、
ド
ク
ー
総
督
に
対
し
て
、

仏
印
軍
及
び
武
装
警
官
隊
を
挙
げ
て
日
本
軍
の
統
一
指
揮

下
に
入
れ
る
と
共
に
鉄
道
、
海
運
、
通
信
等
作
戦
上
必
要

な
る
機
関
を
日
本
軍
の
管
理
下
に
お
く
べ
き
こ
と
を
要
求
、

そ
の
回
答
が
不
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
十
日
、
第
三

十
八
軍
は
全
部
隊
に
対
し
て
武
力
の
発
動
を
令
し
、
日
本

軍
の
軍
事
行
動｢

マ
号
作
戦｣

が
開
始
さ
れ
た
。 

 
 

こ
の
武
力
処
理
は
、
南
部
仏
印
に
つ
い
て
は
順
調
に
進

展
し
た
も
の
の
、
中
部
、
北
部
仏
印
に
お
い
て
は
仏
印
軍

の
頑
強
な
抵
抗
に
合
い
渋
滞
し
た
。
こ
の
間
、
安
南
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
が
独
立
声
明
を
発
し
た
。
そ
し
て
当
時
、
九
万

５
千
を
数
え
た
仏
印
軍
の
主
力
は
武
装
解
除
さ
せ
ら
れ
、

重
要
施
設
や
諸
機
関
は
日
本
軍
の
手
に
接
収
、
運
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 
 

こ
の
間
、
執
筆
者
は
現
地
で
の
初
年
兵
教
育
を
受
け
、

幹
部
候
補
生
と
し
て
の
教
育
を
ハ
ノ
イ
、
ジ
ャ
ワ
島
の
ス

マ
ト
ラ
な
ど
に
派
遣
さ
れ
つ
つ
完
了
し
て
、
陸
軍
兵
科
見

習
士
官
に
任
官
。
七
月
五
日
、
ハ
ノ
イ
に
戻
っ
て
第
四
中

隊
配
属
と
な
る
。
そ
し
て
終
戦
後
、
八
月
二
十
日
、
陸
軍

少
尉
に
任
官
す
る
。 


